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1. Leucodesminus verrucosus sp. noOv.( ト サシ ロ ハ ダ イヤ スジ ダ ) 


体 は 汚 褐 色 。 雄 で 体長 約 10mm, 体 幅 + も mm。 頭 部 は 殆ど 頸 板 に 秦 わ れ , 触角 は 相棒 状 で 汚 赤色 。 吾 板 は 
両 借 の 欠 つ た 椿 円 形 , 後 線 に は 著 し と 円形 の 久 れ 込み あり 背面 に は 7-8 列 の 不 規則 な 巴 尊 例 が ある 。 名 側 
請 は 著しく 発達 し , 一 般 の 形態 本 属 の 他 種 に 似 て に る 。 し か し 生殖 肢 に 著 し に 特徴 な あつ て 区 別 す る こと と 
が 出来 る 。 即ち 生 殆 肢 の 基 節 は 大 
形 , 前 時節 部 は 卵 形 で 昌 毛 あり , 
腰 節 部 は 長く て 考 曲 し , 先 は まず 
2 つの 大 形 弁 片 状 の 枝 た 分 れ , そ 
の 第 ! 枝 は 基部 に お に て 前 股 節 部 
の 方 へ 向 5 大 枝 を 出す 。 そ し て 主 
枝 よ り と の 枝 の 方 が 長い 。 主 枝 は 
申 央 部 で 少し ふくらみ 急 に ほそ く 
と が つて 終る 。 そ の 第 2 枝 の 方 は 
字 の 同 馬 の 種 の 如く 基部 fC 1 桜 あ 
り , 共に 尾平 で その 繧 に は 若干 の 
掴 病 あり 。 第 1 枝 の 基部 に 接続 す 
る 服 節 部 に は 多く の 短 に 軸 で 寝 わ 
れ た 上 編 平 な 突出 物 が 発達 し て に 
る 。 倫 第 1 枝 と 第 2 枝 と の 間 の 外 
側 か ら 靖 灘 枝 が 発達 し て に る (Abb. 1 A, BE, C1。 Holotype は 体長 約 10nmn の 誰 。 産地 は 高知 県 高岡 郡 
NN ON CN RE 採集 せら れ を た 
も の で ある 。 とこ に その と と を 記し 深 の 感謝 を ささ げ ける も の で ある 。 


Abb. 1. Lencodesminus verrucosus sp. nov. A, B, C: Gonopoden 


2, Epanerchodus etoi sp. nov. (エト ウオ ビ ヤ ス デ ダ ) 
雄 体長 30-35rmm。 幅 3.4- も 3mm。 貴 も 略 と の 大 き さ で ある 。 大 形 の Epanerchodus で 体 信 茶 福 赤 色 
頭 幅 は 頸 板 の それ より 大 で 粗 毛 あり 。 触角 は 基 だ 長く 第 7, 第 6, 第 5 人 委 の 長き と 幅 と の 比 は それ ぞ れ 
15:13, 23:10、11:3 で ある 。 頸 板 は 全く 本 円 形 で 彫 記 検 様 は 不明 瞭 。 外角 に は 短い Stabchen あり 。 第 2 背 
和 板 は 顕 板 + りや や ゃ 幅広く 第 3 昔 板 は 第 2 と 同 幅 第 # は それ ら ょ より 少 し 幅広 く 第 5 は さら に 幅広 く 以 後 は 早 同 
呈 で ある 。 各 背 板 の 彫 光 ! 模 様 は 明らか で ある が 平面 的 で 著しく は な いら 。 作 補 は 水平 に 突出 し 後 角 は 大 体 第 
6 より 突出 する が 体 の 前 方 の 貧 史 を 除き 前 角 は 極め て ゆる や か に 作料 し て いて 角 ば ら な いら (Abb. 2. c)。 側 
革 側 の 旬 菌 は 微小 丸 は 不明 隊 。 邊 孔 は 作 に 近く 開 ロ し て いて 大 形 。 第 19 Hinterzipfel は 極め て 短小 。 
礁 の 抹 前 方 部 の 歩 肢 に は Kugejborste あり 。 和 吉 歩 肢 た お に て その Tarsus の 長 さ が 凶 種 に 比 し て 碁 だ 長 。 
胞 板 に は 十字 潮 あ り 且 つつ 出所 密生 し て いる 。 し か し 体 の 後方 の 胸板 で は 賠 毛 短 か く まばら と な る 。 雄 の 第 3 
より 第 7 歩 肢 ま で の 胸板 に は 各 1 対 の 大 形 交 状 突起 あり , その らち 第 6 対 歩 肢 基 節 聞 の も の が 最大 で ある 。 
ND NO MR 0 
角 状 , 陳 野 侵 は 中 央 部 に 大 形 の 枝 を 生じ その 技 は 基部 で 著しく 胎 出 し て ら る 。 そし て 懇 唄 節 よ り 長 くそ の 先 
敵 2 有 叉 す 。 腰 足 節 は さら に その 中 央 外側 区 小 還 あり 又は を し 。 と の 生殖 肢 の 形態 , 堆 の 前 方 胸板 に 各 大 形 閣 


(12 ) 


NII-Electronic Library SG エ V1CG 


The Zoo1ogrca1 Sooiety of Japan 


昭和 3D 年 0935) 6 月 日 本 産 倍 足 類 及び 肝 足 類 の 分 類 学 的 研究 13 187 


状 突 起 あ る と と , 側 臣 前 角 が 甚だ 領 施 せ る 点 を な ど は 本 種 の 特徴 と し て 著しい 点 で ある 。 

Holotvpc は 体長 33 mm の 座 。 Aiotype は 体長 33 mm の 此 。 閉 地 は 山口 県 秋芳 洞 内 。 1952 年 4 月 【 
日 高知 女子 大 学 可 川重 治郎 先生 達 に よ つ て 採集 きれ た も の で ある が 筆者 も また 1954 年 8 月 9 日 称 芳 洞 に 
入り 恵 藤 氏 ic 案内 を 受け 多く の 本 種 を 得 た 。 本 種 の 種 小 名 及び 和 名 は 秋吉 村 に あつ て 秩 芳 油 の 研究 家 と し て 
著名 な 前 記 恵 藤 一 郎 完 生 に ささ げ お 世話 iC な つた と と た の 感謝 の 意 を 表し 還 そ の 名 を 記念 し ょ うと する も の 
で ある 。 上記 2 新種 の 栓 式 標 品 は 筆者 保存 し て いる 。 何と と に 標 品 を 恵まれ を 川重 治郎 先生 に 薬 許す る . 
者 で ある 。 さ ら に 本 種 は 衝 吉 地方 の 庄 洞 穴 に 広く 分 布 し て いる こと を 附 記 する 。 
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Abb. 2. Epanerchodus etoi sp. nov. a: Korpervorderende. b: Endglied der Antenne.. 
c: 10. Tergit. dd: 2. und 3. Bein. ee, f: Gonopode. 


Résumé 


Beitrage zur Kenntnis japanischer Myriopoden. 13. Aufsatz: 


Uber Zwei Neue Arten von Diplopoda. 
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1. Leucodesminus verrucosus sp. nov. Abb. 1. 

Korperfarbe gelblichbraun. Lange Mannchen und Weibchen beide ca 10mm, Breite ca 4 mm.. 
Kopf ganz vom Halsschild bedeckt. Gonopoden sind sehr merklich wie sie sich in Abb. 2. zeigen. 
Femur nassig lang, etwas gebogen und distal in 2 grosse aneilOse Aste geteilt, cter erste an dcr Basis 


zweigeteilt, und zweite am Mitte zweigeteilt, d. i. spannerfOrmig. Am Aussenseitenrand des Fenmur-- 
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